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ロジックモデルシート（平成27年度実績評価）

【事業費】 5,387千円

【事業担当課】 子ども未来課

【事業概要】

【進捗状況】
盛岡市子育て応援パスポートを1,019件発
行した。

事業の広報，パスポート申込み受付・発行，
ホームページの運営管理，モバイルサイトの管
理。

【事業概要】

【事業担当課】 子ども未来課

【実施内容】

【事業費】

　各支給要件に該当する児童を監護する父母
または父母が監護しない場合は養育者から，
認定請求申請を受ける。
　所得によって手当額を算定し，４月，８月，12
月にそれぞれ前月分までの手当を支給する。

【進捗状況】 受給資格者の新規322人を含む3,273人のう
ち，全部支給，一部支給者計2,850人に手当を
支給した。

（単位　　）

H27 H31

子ども未来課

【進捗状況】 受給者数20,817人，対象児童数33,645人(Ｈ
28.1.29末現在)に児童手当を年３回支給した。

4,400,795千円

　離婚や死亡等により，父又は母と生計を同じ
くしていない児童が育成される家庭の生活の
安定と自律の促進に寄与するため，当該児童
の養育者に児童扶養手当を支給して，児童福
祉の増進を図る。

【事業概要】

中学校修了前の児童を養育する者に対し児童
手当を支給する。月額は，満3歳までが15千
円,3歳以降小学校修了前(第一子・第二子)が
10千円，3歳以降小学校修了前(第三子以降)
が15千円，中学生が10千円(一律)。政令で定
める所得制限額を超過した場合は，児童一人
当たり月額5千円(一律)。

⑥児童扶養手当支給事業

育児や子育てに関
する不安が解消さ
れる

ひとり親家庭等の
生活の安定と自立
の促進が図られる

子育て世帯の生活
の安定が図られる

H36
107千円

【事業担当課】 子ども未来課

【事業費】

18歳未満の子どもを養育している世帯又は母
子手帳の交付を受けている妊娠中の者がいる
世帯を対象に，市が協賛店で特典が受けられ
るパスポートを発行するもの。協賛店の取りまと
めは盛岡商工会議所が行い，両者が協働で実
施する事業。

B

・年３回（6月，10月，2月）手当の支給。
・６月に現況届の提出を求め，受給状況の確認
を行う。
・所得制限に伴う適切な認定事務を行う。
・各種届に対して適切に処理を行う。

【実施内容】

【事業担当課】

【別紙】

小施策

【対象】
育児中の保護者

【意図】

④もりおか子育て応援パスポート事業

事業名

②地域子育て支援センター事業

【事業概要】 　子育て中の親を対象に，保育所に，親子連
れで気軽に訪れ，交流できる場を開設する。
　また，子育てや育児についての相談や，子育
て情報の提供，講習を行うなど，地域の子育て
支援拠点施設としての機能充実を図り，子育て
に対する不安や負担の解消を目指す。

事業概要等

①子ども・子育て支援事業計画推進事業

【事業概要】 盛岡市子ども・子育て支援事業計画の円滑な
推進を図るとともに，子ども・子育て支援新制度
で創設される利用者支援事業を実施し，子ど
も・子育て家庭の支援に取組む。

【実施内容】

③つどいの広場管理運営事業

【進捗状況】 　地域子育て支援センター８箇所で，延べ
3,213件の相談があった。

【事業担当課】 子ども未来課

　子育て中の親子を対象に，商店街等に，気
軽に訪れてもらい交流できる場を開設。また，
子育てや育児についての相談，子育て情報の
提供，講習を行うなど，地域の子育て支援拠点
施設としての機能充実を図り，子育てに対する
不安や負担の解消を目指す。さらには，施設を
中心市街地に設置することにより商店街組合
などと連携したイベントを実施し，活性化を図
る。

施策コード

・教育・保育施設や地域の子育て支援事業に
ついて，保育相談員による利用相談や情報提
供の実施
・家庭的保育事業等への従事に必要となる研
修の実施

2 施策名

小施策コード 2-2 小施策名

私立保育園等の７
園に事業を委託す
る

公立保育園13園と
私立保育園等の７
園が連携し，子育
てイベント等を企
画したり，親子の
相談に応じる

子ども・子育て，若者への支援

家庭的保育事業
等への従事に必要
となる研修を実施
する

家庭的保育事業
等への従事に必要
となる研修を受講
する

市民が保育相談
員に，教育・保育
施設や子育て支援
事業について相談
をする

市役所に保育相談
員を配置した利用
者支援相談窓口を
設置する

子育てを楽しいと感じ
ることができる。
安心して子育てでき
る。

育児不安の軽減

小施策
主管課名

子ども未来課

H27 H31 H36
22.0

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位　％）

市民が，教育・保
育施設や子育て支
援事業についての
情報を得る

家庭的保育事業
等に従事する人が
増える

保育所等に入所で
きる児童数が増加
する

14.5 10.0

ニーズに応じた教
育・保育施設等が
利用できるように
なる

家庭的保育事業
等の箇所数が増え
る

まちづくり評価アン
ケート調査「子育てを
つらいと感じている」と
答えた子どものいる親
の割合

認定ＮＰＯ法人に
事業を委託する

認定ＮＰＯ法人
が，子育てイベント
等を企画したり，親
子の相談に応じる

イベント等に参加
した親の子育てに
対する不安や負担
が軽減される

【実施内容】

子育て世帯の経済
的負担が軽減され
る

申請受付とパス
ポートの発行。協
賛店の新店舗追
加や情報変更等に
よるホームページ
の更新

【実施内容】

【進捗状況】 　平成27年５月に利用者支援事業を開始し，子ど
も未来課窓口に保育相談員１名を配置した。
　家庭的保育事業等への従事に必要な基礎的知
識・技術等を習得するための研修を行い，19人の
参加があった。

利用者が協賛店
へ行き，特典を受
ける

【事業費】 52,537千円

　つどいの広場２箇所で，延べ27,072人の来所
があった。

育児についての相談や子育て情報等の提供を
行う。

【進捗状況】

　とりょう保育園を中心として，公立保育園13園
と私立保育園７園が連携し，①こんにちはママ
さん講座，②子育てサークルの支援，③子育
てサークルの情報提供，④サークルの集い「マ
マとパパとキッズのなかよしランド」開催，⑤子
育て講座の開催，⑥公立保育園一斉園開放，
⑦ぴょんぴょん広場，⑧にこにこルーム⑨高校
生体験保育，⑩子育て相談，⑪マタニティサロ
ンなどを実施する。

【実施内容】

【事業概要】

【事業費】 18,640千円

【事業担当課】 子ども未来課

支給要件に該当す
る児童を監護する
者からの申出に基
づき認定し，年３回
児童扶養手当を支
給する

受給者が，年３回
児童扶養手当を受
給する

ひとり親家庭等の
経済的負担が軽
減される

⑤児童手当支給事業

【事業費】 1,231,027千円

C

（単位　　）

H27 H31 H36

出生及び転入・転
出等による申出に
基づき認定し，年３
回児童手当を支給
する

受給者が，年３回
児童手当を受給す
る

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

Ｈ28年６月作成 
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

（単位　　）

H27 H31 H36

（単位　　）

H27 H31 H36

C

（単位　％）

H27 H31 H36

22.0 14.5 10.0

B

まちづくり評価アン
ケート調査「子育てを
つらいと感じている」と
答えた子どものいる親
の割合

【進捗状況】 委託施設は5施設。
ショートステイ：2才以上　90人，2歳未満　26人
トワイライトステイ：基本分　13人，宿泊分　13人
休日預かり：3人
合計145人の受入れを行った。

【事業担当課】 子ども未来課

⑧児童養育支援活動事業

【事業概要】 　児童虐待等に関係する機関等の連携を図
り，虐待の未然防止及び早期発見に努める。

　児童を養育する家庭の保護者が，病気や仕
事等の理由により養育を行うことが困難になっ
た場合，当該児童を児童養護施設等で一時的
に養育する。また，生活指導や食事の提供を
行うことにより，児童及びその家庭の福祉の増
進を図る。

⑦子育て短期支援事業

【進捗状況】 平成27年度の運営事業に対し補助金200千円
を交付した。

【事業費】 173千円

【事業概要】

【実施内容】 　病気や仕事等の理由により一時的に養育を
行うことが困難になった家庭の児童を児童養
護施設等において一時的に養育する。

【事業担当課】 子ども未来課

【事業費】 821千円

　福祉事務所内に設けている家庭児童相談室
で担当職員１人，相談員２人が，来庁及び電
話により相談を受け，指導等を行い，相談内容
により他の専門機関を紹介する。

【事業概要】

⑨児童委員活動事業

　婦人相談員が，女性から相談を受けて問題
の解決に向けた適切な指導を行う。

新規受付分232人の相談を含め，述べ2,496件
の相談を受けた。

⑫盛岡市母子寡婦福祉協会運営事業補助金

【事業概要】 母子家庭の母及び寡婦が，経済的，精神的自
立と社会地位の向上を目指して活動している
盛岡市母子寡婦福祉協会に対し補助する事
業。

盛岡市母子寡婦
福祉協会に補助金
を交付する

盛岡市母子寡婦
福祉協会が，母子
寡婦家庭等に対し
学習会や研修会
等の事業を実施す
る

母子寡婦等家庭
の福祉の増進が
図られる

【実施内容】 学習会，研修会，他団体との交流活動の行な
う盛岡市母子寡婦福祉協会の運営事業に対し
補助金を交付する。

【事業費】 200千円

【事業担当課】 子ども未来課

母子寡婦等家庭
の生活の安定と自
立の促進が図られ
る

【実施内容】

【事業担当課】 子ども未来課

市役所に家庭相談
員を配置した家庭
児童相談の窓口を
設置する

【対象】

【実施内容】 　来所または電話で相談を受け，問題解決に
向けた適切な指導を行うほか，母子生活支援
施設への入所などの保護を行う

育児中の保護者

【意図】
子育てを楽しいと感じ
ることができる。
安心して子育てでき
る。

市役所に婦人相談
員を配置した婦人
相談の窓口を設置
する

問題解決が必要な
女性が，婦人相談
員に婦人問題の相
談をする

問題解決が必要な
女性が婦人問題に
おける効果的な相
談援助活動を受け
ることができる

【事業費】 5,417千円

【事業担当課】 子ども未来課

【実施内容】 　虐待の未然防止と早期発見のため，関係機
関の協力を得て盛岡市要保護児童対策地域
協議会会議を開催し，情報の交換共有を図
る。また，ケース検討会議を開催し，個別ケー
スについて関係者間の情報共有，具体的な援
助方針の検討を行う。

⑩婦人相談員活動事業

【進捗状況】 盛岡市要保護児童対策地域協議会の代表者
会議を4月に会差，実務者会議を5月，8月，11
月，2月の4回開催し，虐待ケースの情報共有
を行った。また，7月に初めての試みとして，保
育園，小中学校等の実務者へ虐待に関する研
修会を行った。

【成果指標・実績値・目標値】

児童虐待が未然に
防止される

代表者会議を年1
回，実務者会議を
年4回，ケース検
討会議を随時開催
する

要保護児童等の
個別ケースについ
て，関係機関と情
報共有ができる

早期発見される要
保護児童が増える

子育て短期支援事
業実施施設（児童
養護施設等）に事
業を委託する

児童養護施設等
が子育て短期支援
事業を実施する

家庭での養育が一
時的に困難な場合
でも，児童の養育
が保障される

児童の福祉が保た
れる

婦人問題におい
て，相談者の不安
が軽減される

問題解決が必要な
市民が，児童家庭
問題における効果
的な相談援助活動
を受けることがで
きる

児童家庭問題にお
ける効果的な相談
援助活動により，
相談者の不安が
解消される

問題解決が必要な
市民が，家庭相談
員に児童家庭問題
を相談する

保護者の育児負
担が軽減される

【進捗状況】 相談者209人（再来51人）から述べ1,517件の
相談を受けた。

⑪家庭相談員活動事業

A
【事業費】 30,164千円

【事業担当課】 子ども未来課

【実施内容】 　地域の自主的な活動の中心として住民・団体
と協力して児童福祉の向上に努めることに対し
て報償費を支給するほか，子育てサロンの開
催等の活動について支援を行う。

【進捗状況】 児童委員による子どもに関する相談・支援につ
いては4,195件，うち主任児童委員は1,046件
あった。
児童委員による要保護児童発見の通告は，児
童委員が168件で，うち主任児童委員は38件
あった。
また，毎月初旬に定例会長会を開催し，情報
提供や意見交換を行ったほか，希望があった
地区において子育てサロンに関する意識調査
を実施した。

市民が身近な地域
で子育て等に関す
る相談ができ，必
要な支援を受ける
ことができる

児童委員が，市民
に対して相談支
援，見守り活動を
行う

会議の開催や情
報提供等を行い，
児童委員の活動を
推進する

　児童及び妊産婦等の生活や環境の状況調
査，保護，保健に関する指導，援助を行う児童
委員活動を円滑に進め，地域における子ども
や家庭の福祉の充実を図る。

【事業概要】

　家庭相談員２人を配置し，子どもや家庭内の
問題について，電話，来所及び家庭訪問によ
る相談を受け付け，その処遇を検討する。場合
により，岩手県福祉総合相談センター（児童相
談所）や教育機関，保健機関等の関係機関と
連携しながら指導，援助を行う。

【事業概要】

【事業費】 5,394千円

【進捗状況】
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

【進捗状況】 働き方見直しコンサルタント養成講座や経営者
向けの人材養成講座を開催したほか，市内企
業等を対象としたアンケート調査等を実施し
た。

市内の民間企業等のワーク・ライフ・バランスに
関する取組状況を把握するとともに，ワーク・ラ
イフ・バランスを推進する人材養成講座等を開
催する。

【実施内容】

【事業費】 7,565千円

【事業担当課】 地域福祉課

子育て・介護・地域福祉における課題解決に
資するため，民間企業等における自発的な
ワーク・ライフ・バランスの推進を促すことで，男
女ともに働きやすい環境の整備を促進する。

【事業概要】

市内の民間企業
等に対しワーク･ラ
イフ・バランスを推
進するための知識
やスキルを身に付
けるための養成講
座等を開催する

市内の民間企業
等において，ワー
ク・ライフ・バランス
を推進するための
知識やスキルを身
に付けた人材が増
加する

ワーク・ライフ・バ
ランスを推進する
市内の民間企業
等が増加する

市内の民間企業
等が，ワーク・ライ
フ・バランスを推進
するための知識や
スキルを身に付け
るための養成講座
等に参加する

子育て世帯等に
とって働きやすい
環境が整備される

⑬仕事と生活の調和推進事業
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